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大雪山の素顔だいせつざんのすがお

　このコーナーでは、山岳ガイド、旭岳ビジ
ターセンター、自然解説員など旭岳で活躍する
人たちをリレーして、季節とともに変化する旭
岳の旬のお便りをお届けします。
　高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の大博
物館」と言われる大雪山の素顔が見えてくるこ
とでしょう。
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　私が大雪山に関わるようになったのは、２年前の冬に友人に誘わ
れて旭岳に滑りに来たのがきっかけだった。始めたばかりのスキー
は転んでばかりで散々だったが、それでもたった数時間の滞在でこ
の山の麓で働く事を決心した。この時、北海道に来てまだ数カ月で
大雪山の事は何も知らなかったが、計算ではなく感覚ですごいと感
じた。
　初めて触れた大雪山のふかふかの雪、高山帯の冷たく澄み切った
空気、ゲレンデとは違う雄大な景色の中で滑る爽快感、ロープウェ
イに乗り込むスキーヤーやスノーボーダー達の嘘のない笑顔などが
五感を刺激して、「大雪山の自然をもっと身近に感じたい」と思っ
た。
　そして今この町に住み、今も考える事より感じる事を大切にして
いる。感じる事から何かに気づき、忘れていた大事な事が見えてく
るから。
　疲れた時は頭も心も空っぽにして遠くから山を眺めていると、
空っぽの身体に自然は強さと癒しのエネルギーを送ってくれる。自
然からもらったパワーは「小さな事は忘れて明日も頑張ろう」とい
う活力に変わる。そして冷たい川の流れに目を移し、山から数十年
数百年かけて流れ着いた美味しい水を毎日口にできる事に感謝す
る。山に登らなくても存在を意識しなくても私たちは自然からの恩
恵を受け、関わりを持って生きているという事に気づく。すべては
自分に還ってくるという事にも……。
　何か自然に恩返しが出来るとしたら、それは自然からのメッセー
ジを感じとり、何かに気づく事から始まるのではないだろうか？
　「オプタテシケ山ってハートの形に見えるよね」「いやいやハート
型のお尻だよ」
　これも一つの気づき？だと思う。
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